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欧米では 1990 年代以降，日本では 2000 年以
降，心理的契約の研究が盛んにおこなわれて
きた（Rousseau, 1989 ; 1995 ; 2011 ; Conway 




























































（ 1960 ）1 ）から 50 年以上が過ぎた 2013 年現
在，心理的契約は 1 つの研究領域として確立
し，日米欧を問わず多くの研究が蓄積される一
大研究領域となっている（Conway and Briner, 












する研究とに分類される（Conway and Briner, 
2009；服部，2013 ）。Rousseau（ 1989 ）以
降の研究の網羅的なレビューを行った服部
















る（Morrison and Robinson, 1997 ）。組織側に
よる契約の不履行がかなり頻繁に発生している
ということを背景に（Robinson and Rousseau, 
1994 ; Turnley and Feldman, 1998 ; Conway 


























































向けられてきたといえる（Conway and Briner, 

































































情（Zhao et al., 2007 ），信頼の低下（Robinson 
and Rousseau, 1994 ），インバランスの解消
























































者に注目してきた（Conway and Briner, 2005 ; 
2009 ; Zhao et al., 2007 ）。契約不履行の定番































































































じめている（Kiewitz et al., 2009 ）。
　回答者のプロフィールを確認しておこう。
全サンプル 885 名のうち，サーベイに回答し
た回答者は 533 名（回答率 60.2 ％）であり，
そのうち女性が 132 名（ 24.8 ％）であった。
回答者の平均年齢は 43.45 歳，平均勤続年数は
13.34 年であった。回答者の学歴は，大学卒が
265 名（ 49.7 ％）と最も多く，ついで中学校
卒及び高等学校卒 174 名（ 32.6 ％），大学院卒
27 名（ 5.1 ％），その他（専門学校，高等専門
学校卒など）が 67 名（ 12.6 ％）であった。回
答者が所属する業種のうち最も多いのが，製造
業の 130 名（ 24.4 ％）であり，以下，サービ
ス業 68 名（ 12.8 ％），建築業 60 名（ 11.3 ％），
医療福祉業 42 名（ 7.9 ％），情報通信業 40 名
（ 7.5 ％），金融業 27 名（ 5.1 ％），インフラ（電
力・ガス等）15 名（ 2.8 ％）とつづく。所属
先企業の規模については，5000 人以上が 69 名
（ 12.9 ％），1000 人以上 4999 人以下が 96 名
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（ 18 ％），100 人以上 999 人以下が 123 名（ 23
％），2 人以上 99 以下が 238 名（ 44.65 ％）で
あった。所属企業での職位は，担当者レベルが
262 名（ 49.2 ％）と最も多く，つづいて係長
クラスの 72 名（ 13.5 ％）および課長クラスの
72 名（ 13.5 ％），以下，部長クラス 35 名（ 6.6
































































































































でも，説明変数のα 1 からα 13 のコントロー
ル変数が投入される。
モデル 1：
y＝ α1 女性ダミー＋α2 既婚者ダミー＋α3 年
齢＋α4 課長ダミー＋α5 部長ダミー＋α6
大卒以上ダミー＋α7 〜 13 各業種ダミー＋
α14 契約不履行全般＋u
モデル 2：
y＝ α1 女性ダミー＋α2 既婚者ダミー＋α3 年
齢＋α4 課長ダミー＋α5 部長ダミー＋α6







ル 1 のα14 の契約不履行全般変数とモデル 2 の
α14 からα17 までの個別の契約内容ごとの不履
行変数の偏回帰係数の符号である。もし，モデ









































平均値 標準偏差 1 2 3 4 5 6 7 8 9
1 年齢 43.45 9.74 1
2 支援的な関係不履行 2.94 1.16 -0.03 1
3 長期雇用保障不履行 3.26 1.20 0.00 0.62 *** 1
4 魅力的仕事の提供不履行 3.12 1.23 -0.05 0.74 *** -0.60 *** 1
5 ワークライフバランス提供不履行 3.01 1.15 -0.03 0.61 *** 0.57 *** 0.56 *** 1
6 従業員履行全般 3.50 0.65 0.11 ** -0.04 0.03 0.01 -0.07 1
7 離職意図 3.25 0.92 -0.13 ** 0.05 0.12 ** 0.07 * -0.03 0.02 1
8 情緒的コミットメント 2.99 0.80 0.14 ** -0.18 *** -0.16 *** -0.20 *** -0.08 * 0.21 *** -0.64 *** 1
9 主観的仕事業績 3.51 0.59 0.10 ** -0.19 *** 0.00 　 -0.08 * -0.10 ** 0.53 *** 0.07 * 0.09 ** 1
10 会社不履行全般 -0.00 0.04 0.04 0.01 0.04 -0.12 ** 0.40 ** -0.47 *** 0.00











れる 7 ）。モデル 2 の推定結果を表したのが表 3
である。これによれば，支援的な関係の不履行
従業員履行度 離職意図 情緒的コミットメント 仕事業績
α0 定数項 3.233 *** 2.054 *** 3.883 *** 2.875 ***
α1 女性ダミー .128 * .011 .148 * .157 **
α2 既婚ダミー .093 -.230 ** .214 ** .010
α3 年齢 .009 ** -.008 * .009 ** .007 **
α4 課長ダミー -.157 * -.087 .023 -.044
α5 部長ダミー .009 .022 .231 * .171
α6 大卒ダミー -.038 -.004 .088 .083
α7 製造業ダミー -.028 .109 -.070 .051
α8 サービス業ダミー .040 -.160 .107 .097
α9 情報通信業ダミー .043 .094 .002 .105
α10 建築業ダミー .063 -.180 .149 .171 *
α11 インフラ業ダミー -.283 .013 .004 .021
α12 金融業ダミー -.024 -.123 .270 * -.070
α13 医療福祉ダミー .074 .126 -.127 -.004
α14 契約不履行全般 -.101 ** .561 *** -.562 *** -.102 **
R2 　乗 .052 .210 .281 .039
調整済み　R2 　乗 .027 .189 .261 .013
F値 2.038 *** 9.851 *** 14.429 *** 1.516 **
注：*p＜.10 ，**p＜.05 ，***p＜.01
表 2　モデル 1：組織による全般的な契約の不履行の成果
従業員履行度 離職意図 情緒的コミットメント 主観的仕事業績
α0 定数項 .858 ** .749 ** -1.182 *** -.985 **
α1 女性ダミー -.225 ** -.089 .320 *** .294 **
α2 既婚ダミー -.174 * -.341 *** .370 *** .001
α3 年齢 -.013 *** -.009 * .011 ** .013 **
α4 課長ダミー .229 * -.020 -.096 -.110
α5 部長ダミー -.001 .047 .209 .205
α6 大卒ダミー .087 -.047 .110 .083
α7 製造業ダミー .105 .022 -.045 -.029
α8 サービス業ダミー .003 -.122 .019 .102
α9 情報通信業ダミー .009 .014 .003 .044
α10 建築業ダミー -.082 -.206 .182 .265 ***
α11 インフラ業ダミー .575 ** .066 -.174 -.058
α12 金融業ダミー .095 .018 .083 -.170
α13 医療福祉ダミー -.073 .132 -.209 -.022
α14 支援的な関係不履行 .115 -.030 -.088 -.347 ***
α15 長期雇用保障不履行 .125 ** .157 ** -.048 .186 **
α16 魅力的な仕事の提供不履行 -.062 .069 -.147 ** .080
α17 ワークライフバランス提供不履行 .116 ** -.146 ** .096 * -.038
R2 　乗 .052 .210 .281 .039
調整済み　R2 　乗 .027 .189 .261 .013









（β＝.125 ，p＜.05 ），離職意図（β＝.157 ，p














































































情（Zhao et al., 2007 ），信頼の低下（Robinson 
and Rousseau, 1994 ），インバランスの解消
















































































































































































































（Restubog et al., 2006 ）。数少ない例外の 1
つが，具体的な契約内容ごとに不履行を評価
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